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I 緒言

J!K栄樹脂接若斉刊による Ini-tノ'J\'I''I:介奴の本格的生産が，米国江'~8 'tfU守よび.tû~東空軍の要市1? をと交け

て， fI{i手11 25 /4' 7 月以来行われるようになり p 現在Inrl ノ1('1'1.:介板のほとんどがとれに属するのみ

ならや，耐湿性合板(愉11'，規絡に主抗、て第目類)も ;t??量以来樹脂接着剤によって生産されるに

1 )木材部材質改良科長および段着研究室長
2) 木材部材質改良科合板および積将材研究室

3) 木材部材質改良科後着研究室
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至っているが，その製込ー条1'1"， 接着刊の製治法， ìniiJK'I"I:の向上法に関し，幾多の改善すべき点

があるにもかかわらや，その系統的な研究が行われていない現状であれ一方合収工業界に沿

いても，その具祢的な桁金l' ，・ (1'，)ーに増量方法必よびIniÞk伯:向上法についてしばしばj照会を受けつ

つあるので， 今後の合板工業の仮興はもちろん， 木村の?，':jl1!::利用をはかる上からも重要と考

え，ととに研究結果を報介する共第である。

な 22v 木研究を行うに当り御指導賜わった斎JK，*村部長にi~~fì~J するとともに p 実験の一部を

担当していただいた野口美保子技官必よび、西原実技官に対し感謝の意を表するものである。

1 尿棄樹脂接着剤の種類

};J(宗とフオルムアルデヒドの桁i合によって生やる合成樹脂が，新用主主を聞くであろうという

可能性は， 1920 年すでに Jo1m， J. 1) によって指摘されているが， 1935 年に低成な合成以来

が米国IL ;t，-いて生産を開始するにゐよんで， )/民主フォルマリン樹脂は熱硬化性接府剤としてそ

の優秀性を発揮するに至った。との接着剤l土;百炭醍系介成樹JJ行にみるほどの完全なる !WiJ;J('I'i):は

期待できないようであるが，7J'(溶性で、 3うり樹脂の色調が淡町jな点を特長とする。現在尿素系樹

脂のタイプにも各哲各様のものが現われて;J;‘札付にアメリカに公いて 1946 r.r.当初に)，J(素メ

ラミン系の接着剤が登場して斯界の注目を浴び、るにEffった。

わが国にたいても L民主;fyJJJ円接定(剤は 1942 "1三ごろより木倒産その他各種の川詮に供され，

1950 年 6 月ざろより1I~)'j合J淀川接着剤として数種知のものが df販さオL，輸出は勿l論， 特詰~'m

として大量に使用されるに王った。

};J~素間間接5'8'剤の状態I乙よってそえの種類ヨ) Iこ区分することができる。

(1) 粉末状接指剤:欧米にたいては粉末状のものが実川にかなり供さ Al..ているが p わが国

にむいては未だ生産されていない。その理 rllの 1 つは湿度が大であるため同化して溶解が困難

になりやすいととに)，~くものと店われる。米国より ii4iû入されたものについて接請力試験を行っ

たが良好な成績は伴られなかったが， ドイツより愉入された Kaulit-Ieim の試験車!?県は杭 11

に値するものがあるので詳細lは刊に述べる。 その製也法の一例を掲げるとり， 民主長 1 モル，

フォルマリン 2 モルを加熱反応させ， 65 0C で減圧濃縮しp とれに明量剤として製!日に対し

8~10.% ， ライ麦粉または.t.!J鈴薯12去をと加え古川:ソーダにて 11:' 手11 し pH7 ， O にする。 とれを噴霧

乾燥して粉ぷ樹脂とし，使川 Il:際して fi&!化剤を混合してややWi性が噌したj炎治f・jーする。

(2) 液状接君ー剤:尿素とフォルマリンとを反応抑flílJ剤ゐよび、 pH ~阿部剤とともに逆流冷

却掛をつけた 2 m:マン)、ルの結合釜に入れて抗~J'I: しつつカ11熱し， 1 ないし 3 時川反応せしめた

後， IJJtJkを行い所定のレジン率に到ili したH寺2iをより排出する。従来より合成刷)1庁専門工場に沿

いて製世した以素樹脂を合板ゐよび、木工:ItJに沿いて使用してきたが， II 去Ti合板の需要の増大，

H 主j冷奴川としても増量して使月jするため p 介収工場みやから製芯を行う場合がある。
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(3) フィルム状1~若剤・前記 (2) によつでイ十ったほ素樹脂をテゴフィルムを作るのと同

犠iこサイジング処1l1lをほどとさない紙に合以後乾燥したもので p メラミンと共結合のものはわ

が国に沿いてもすでに合阪のオーパレイ処刈!川として使用されつつある。

m 尿素樹脂接着剤の製這法と反応機構

尿素樹1mは熱脱化性樹脂の rl'のアミノ樹脂の-;fif[でるり， ち民主とフオルムアルデヒドを反応

さして製治する。以主l毛樹脂接着剤は民主とフォルマワンの初期結合物と脱化した三次元網状構

浩樹脂の rl l[ i\J物であり，安定友水溶性のレジンi-f; 60~70% の尿素樹脂 11'1i日溶液である。初期

締合物は触媒を具にするととにより変化する。 触媒として酸，アルカリを使1/)する JtJ合と， rfl 

仕溶液の 3 つの場合が考えられるが，肢を触媒とした場合!主初期結合物として主として不溶性

の主チレ>民主の沈i肢ができるので， 接着剤:拠出のJヰ合は， 下記の反応機楠よりもわかる通り

アルカリをFJ!l\煤とした場合主主よび、 rl'性消波の場合のみが問題になる。

(1) 初期市.rir介!V'JJ喜子よび、樹脂化反応、について

中性主子よびアルカリ性では失の初期制ii'合物が単独で、分離できる。

/NH2 /NH-CH20H 

CO 十 CH20 → CO モノメチ )1 ~-;L- 以来

"NHコ "'-NH2

/NHe /NH-CH20H 

CO +2CH20 • CO ヂメチロール以来

"NHコ "-NH-CH~OH
との初期反応物については p 日々の1rJF究があるり町。

接着剤製治の場合の触媒としてi'lJ:性ソーダ，アンモニヤ，各簡の境美nその他間々の物質が使

用される。 触kJ1tの +fl異により反応、系の pH の変化も異左し また， ほとんど変化しない物

も bる。主主も多く{史川される古川生ソーダ，アンモニヤにおいては pH はfJ年li\Jとともに{卑下しp

pH が 5 附近に低ドすると白色不溶性のメチレン )/J~栄の沈澱が生やるので，必要に応じ pH を

i歯切に訓節する必要がでてくる。との pH の低下のbif図については p 高橋氏その他の研究がまう

る日)7弘 通常使)jJ されている接着剤は初期紡合物が1O~20 f)iij結合したj現状重合物のì1f液と考

えられP 使用の !';t~~，硬化剤として棺化アンモン等が混合さ ~l ， pH が下るととにより樹脂化が

促泣されpJ6tti冬イミ待状態の三グ〈兄*ltJ;リ~1~\\'迭をとり似イ[:， .j~!tfがコヒ了するのである。との刷j行化

機J'i'<ÿ，についても多くの研究がある S山川町。

火のごとく考えられる。

NH2 NHCH~OH 

! 日20
CO +2CH2 0 一一一→CO

[~ -CH~O 

NH2 NHCH20H 
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-CHz-N-CH2一

co 

-CH2-N-CHz-N-CHγ-N-C H-1 

co CO 

-CH2--N-CHニ-N-CH2-N -CH~ 

Co 

CfL-N-CH2一

(2) 以来樹脂接滑剤製詰法

I;k索樹11[11衰えff剤の製主主方法に関しては多くの特許があり p 数々め製jj!i法がJ:J1 られているが，

木材川接着剤IJ としての製治法の w硯:実験は十日l~1乙近いので，製詰!;法のJ邸主となる反応条件につ

いて研究を行っている。詳ホ/Ilは「合成樹JJ行接岩剤 IL関する研究」として5f校合する予定である υ

以来三位1JJ行接群剤の製ilif乙関して 1m題になる主なるJIは

i) 以来，フオルムアルデヒドのモ ;L 比

ii) 触fJJI~の選択および、 pH の調整

iii) 反応条f午CìIJU瓦時IHJ その他)

である。

i) 以来フオルムアルデヒドのモル比

L民主主 1 モルに対しフオルムア ;1/ r ヒド 2.2~1. 3 モルについて p その良;r;-を検討した。触媒

としては第二燐i目立ソ{ダ p アンモユヤを fJí'J/Jし， pH 試験杭にて pH7.0 とし 90 0C で反応せ

しめ，反応終了後没般ソ{ダにて pH 7.0 にし 50~600C において)Jjt;)'( し， レジン率 65，%

i制夜にした。使!けした尿素は東洋高圧製肥料JI)以素吃，フォルマリンは電気化学製待通1171 を使

川した。接苦力試験は 2.2 ， 2.0 , 1. 8 モルについてはプナ1.Gmm 単l'反 3 ply , 塗付量 40

gr/R2，圧縮力 15 kg/cmヘ冷圧 6 時IfU ，熱圧 95 0 C 7 分で試験されたものであれ千均配〔のみ

を記し，( )内は木部刷所率を%で示す。

(A) フオルムアルデ‘ヒド 2.2 モルの場合

反応時IIlJ 1.0 , 1.5 , 2.0 時:ruのものは保存性記く，3.0 ， 4.0時:i\JL~応させる必要がある。

接着力は 3.0 時間で常態接着力 390 lbs/in2(90) , j毘冷水試験 3901bsiin1 (54) のもの

ができる。

(B) フオルムアルデヒド 2.0 モルの場合

反応、時間1. 0 ，1. 5 ， 2.0 時間のものは保存性悪< 3.0 , 4.0 時間反応させる必要がある。

接着力は 3.0 時間で常態接着力 3961bs/in2 (100) ， ìl旺冷水試験 3391bs!in~(74) である。

(C) フオルムアルデヒド1.8 モルの場合

反応時間 1.0 ， 1.5 , 2.0 , 3.0 , 4.0 時間，いす=れも保存性良く，いす''/1.，も大差ない接着
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力を示し，たとえば1. 5 時1mで、は常態接ポカ 3671bs/in~ (100) ， ì品J冷水試験3701bs/iが(88)

である。

フオルムアルデヒドのモル比が1. 6 モル以ドになってくると，反応の.l[J一性が謡くなり，不

i例主メチレン系の沈i股が生じやすい。との場介;縫酸の合有量の多いフォルマリンを使うと古If結

果を得，必裂に応じ蟻酸を添加l したフォルマリンを使川すると良い。との政酸の接着剤製法に

対する影響については後手K したい。また，パラホルムアルデヒドを 3% 税!変混介して使川す

るととにより lóH水性が向上するととをわれわれは見出した。1.6 ， 1. 3 モルの場合の接着力試

験はカパ1.2mm 単板 3 ply , 合水率 13~14%，金付量 40 grfRl，圧締力 15kg!cm\ 冷圧

18 時間，熱圧 100 0 C 5 分により行われた。

(D) フオルムアルデヒド1. 6 モルの場合

フォルマリン*の蛇酸の含有量を11? し，アンモユヤにて pH7.0 にして反応させる。一

例をあげれば蟻酸の合有量を 45 mgjl00 cc にしアンモエヤにて pH 7.0 にし 90 0 C で

80 分反応させ反応絡了後炭酸ソーダにて pH 7.0 にして股7J\，レジン率 65% の静淡に

したものはバラホルムアルデヒード 3 J'~を混合すると常態接tfý}J 480 lbs/in~ (lOO) ， i阻

冷水i試験 6051bs/in2 (90) である。

(E) フオルムアルデヒ r 1. 3 モルの場介

との配合でできたものは経済的であれフォルマリンの臭気も少ないが， 1. 6 モルの時

以上に反応の不均-'11):が目立ってくる。蛾酸の合有量を将肘IJ日させるとと p バラホルムアル

デヒー r を混合すると良いととは1. 6 モルの時と同様で、ある。反応条件も1.6 モルの時

と同様である 3 一例をあげるとフォルマリン r!lの蟻酸の含有量 65 mg/l00cc の時パラホ

ルムアル戸、ヒード 3% 出合したIf.);，常態接着力 4131bs/irrニ (93) ， ìl;il冷水試験 3461bs/inJl

(32) である。

以上の実験により触媒として第二燐酸ソ{ダ，アンモニヤを使用する場合は以素 1 モルに対

してフオルムアルデヒド 2.0~ 1. 8 モルがW~芯上また，経済的にも良いととを生11った。

ii) 触媒の影響

pH の訓棋は触媒により行われるのであり p 苛性ソーダ\アンモニヤ P 水酸化パリウム p ゾ

ーダ次，長酸カルシウム p 第二・第三燐酸ソーダ，クロム|酸ゾ{グタ耐酸ソ{グ，塩化亜鉛p

脱酸等その他多数が使NJできる。

とれら多くの使)/Jできる触媒を1J[づけしても良いし，また単独で、も良い。

単独で種々のモル比において使IIJ したととろ p 両日酸ソーダ， ，燐酸ゾ{ダ，アンモユヤ F 苛性

ソーダにおいては大差はなく， RJi限ソーダ p アンモニヤが製法しやすいのではないかと思われ

た。

以[-，のほかに特に耐水位の向 l二， 1耐老化性の向上等品質の向上の問題がま，るがp 今回の報告
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第 1表園内の主なるメ~.カーの尿素樹脂接着剤

待号| 商品名 ! 製造所名

{壬宏、に A ，

B , C .. 

ー .0 の符号

ヰゲタライム 102 

か uA 50808 

万 K 12 

か uA 61102 

ヰゲタライム 104 

No. 110 

ペ(グボンド uA 109 

か uA 608 

ミヤレジン

ニットリ Pγ

" 
ミケラック

ゥ B

A

B

A

 

住友化工材工業株式会社

同上

同 h

同上

住友化工材工業株式会内

東洋高庄工業株式会社

愛知化学工業株式会社

日本ベータライト i井、式会社

向上

宮内グノ" ~ lJ 

大日本塗料開式会主[:

においては，メラミン， J:fJL粉

等を使用時に混合するととに

よりiDrr7J'\'f:1:を向ーとする方法に

関する試験結果を!f1Æ:{J干し，接

若剤それ自身の性質の改善，

たとえば尿素とメラミン p ブ

ヱノールとの共料(1合樹脂接汗

剤の製活法については後 fl 当

誌上に発表予定の「介成樹脂

接着剤に関する研究」におい

て報告する。

W 尿素樹脂接着剤の性質

わが国においてîlì'JUlに仇されている主なる液状接治二剤は抗 1 去に示すとおりである。

上記の接着剤の物耳目化学的'陀刊を弟 2去，符号MのJ主主7剤のレジンを水により変化せしめた

場合の性質を沼 3 表および、よj'ç 1 図に示す。たibv 物1'1[!化学r'I'~'f1H'tの iJ!lJ定計算の方法を示すとJく

の湿りで:' ~)る。

( 1 ) レジン率:樹脂肪{液をが) 20g シャーレにと上位制乾燥器に入れて 105 0 C にて開液

中の揮発物を蒸発せしめ，↑立量に達してから秤量し lマ式によりレジン率弘を算出する。

w--w, 
T二一対7J) X100(96) ・・・・・・・・・・ a ・・・・・・ ・ ・・・・・(1)

向上

三池合成工業隊式会主J:

日東理化学i[Jf'究所

ととに r= 求めるレジン率 wニ樹脂)J;(ìjíZ.M:{JJの重量 wo =乾燥後の呪量

rlJ'販接着剤の 1 :f:fl!:xf!のみについては， (1)式に.l: 1) ìlllJ).i_こしたレジン率を基準として

B二 !y ..(2) 
A+X 

により水を添加l してレジンネを変化せしめ p 所定のレジン率にした。 (2) 式の A は樹JJ行市:

量.B は所定のレジン率， r はば液の(1)により求めたレジン率， X は水の涼;;'JII量。

(2 ) 比況:各接着青11，各レジン率加に浮干['1 じ主計をと HJ いてì.ITIJJiごした。

(3 ) 粘;;It: ラッチェック万能WiJ主計を川い， iIliJJと温度 25 0 C にて鈍休の落 F時1111 を測定

し，三むいて献t粘度をユIミめた。

η=， t( n --r:l) ・ C .................... ・'・ー・ ・( 3) 

ぷ充填物が~1'{に原液に含まれていることが次米には多いが，その際には
Gabriel , A. E. & Cohodas, L. E; Analysis for filler content 02 urea-formaldehyde glues, 
No. 1333, F. P. L. 
により分析しなければ真のレジンネを求めることができない。



尿素樹脂による il1ît水性合板について (姻凋・菅野・堀池) 121 ー

第 2炎各j遺尿素tiHíJl1 ffêj音剤の'ttn 第 3 d( 尿素 7 オノLマリン樹脂の性質

(ヰゲタライム)

ジン卒比重.粘皮 1表dy面ne張jc力ITll j雰g/jt閏c能mニ率率粘度比重点1';:'1国張力l 芝日Ujplj 凝固時1 11]
ポイズ| l 率| ?/� .H..~.:. I ポイズ‘ l

% 1" I Idyne cml ，，~. I (分)
0.0 1.00 0.021 74.22 3534 

A 68.0 15.62 1.298 61.68 
15.50C 87 

5.372~:50C 63 10.0 1.03 0.029 75.15 2669 

15.50 C 166 
20.0 1.06 0.043 76.03 1875 

13 67.0 7.72 1.2"8 64.68 10.792~:50C ;~9 30.0 1. 10 0.061 77.93 1405 

C 68.5 13.46 1.292 64.72 62l 15.50C 197 40.0 1.15 0.18 78.86 503.8 
200 C 155 

50.0 1.20 0.54 79.79 177 .3 
'15.50C 68 

60.0 1. 2弓 2.76 81. 64 36.97 
D 66.5 9.44 1.291 70.88 9.69 180 C 65 

2 し 50 C 53 69.7 1.30 28.00 85.35 3.96 

E 68.5 12.78 1.299 68.29 6. 94'15.5u C 166 

F 67.0 
'15.50C 91 

日'れ}i 
3.57 1.284 71.80 25.82.v300C 34 

G 65.5 
21.50C 56 

4.29 1.276 71. 己o 21. 36 己0 0 C 21 

H 74.0 30.89 1.3!S ,0.54 3.01 

1 67.0 4.29 1. 260 正 3.94 18.78 190C 129 

J 67.0 , 1.35 1.258 61. ,-, 7 18.67 190C 121 
可.，

K , 76.5 115.10 1.32170.85 0.6529.'~oC 31 

;〆\0ι ti L 64.0 4.00 1.265 62.86 l ヲ .8829. 己。 C 34 

恥'[ 66.0 15.71 1.293 72.66 6.002ヲ.己。 C 32 

NI 66.8 ' 17.96 1.318 71.39 
じ時←

5.4:) 
加し

210 C 59 o 72.2' 20.1 1.297 91.01 5.87 3;0(:; ヌ〕

ÍJtn 図 尿素フォルマリン樹脂の性頁

ただし 写= :Jミめるft'î'主(ポイズ)， t ニ ìr?波1[ I12cm の距維を;íifH1~が落下する時!iiJ (秒) , 

Yl= }ji:休の比 1/1:， T:Jご ;t;:\*午の比 m: ， c 二 {èf[;休の形状による恒数

(A) 夫[I'li'J長力:デユヌイの夫l口i0長)];\十を JJJ いてまや lJ'\についてìllll/ëを行い， 指針の示!E

(l，(I を求め，ゴCに検江主についてìJ [lJ~ し α を )Jとめ

αT 

αw rll 

なる関係式より検;夜の去h'rFJk:l J Y を'5T/H した。

(5) ì会ì/可能率: 1<llíi張力と北京のも11 をf!î度で|;会してJ;il:/I I，した。

(6) 1疑ド'iJ時間. ，長 f，lil時間とは樹脂!京液に所定量の便化剤を添加し撹宇1，:混合した後にとれが

容器中にて凝同ずるまでの時間のととでp 接滑剤の可{吏時iI-U_. 土佐訪日寺i!日および、圧師時HlJ ::è判定

する基礎データ{として主要な要素なので， 以ドの方法により各試料ごとにそれぞれ凝同時!IH

を測定した。すなわち， .ンヤ{レ iこ樹脂原液約 lOg をとり硬化剤(塩化アンモン 20%溶液)

創出夜に対して 5 9-6'主量添加I L., 1;間字社ぐに℃よく撹.J*してから恒li.Kìl'l~に放置し，試料が凝f"iJ

して附若しなくなるまでの時lUJ を iJ!IJ Jとした。
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V 接着力試験法

所定の冷j壬 p 熱圧による接荒-後 260C~280C ，関係("f(ìlI主 70% の保iXìl去に 3~4 日 1/\11í1 き，

しかる後lこ il(Jûlll叫怖によ主き 1試験Jj- を搾取し，常態および:Iòjj ノ大試験を行った。

なお， ~夏元lJJiJ!IJJ-ëに iJE した合板試験機は，京五C{Q!Jtß2製{ヤ[，Ji"~~1こして，ヂI'量 300kg(660Ibs) , 

故小日出 1 kg (21bs) ，ヅ|供述度は輸11 LJJ~十件による何分 600kg 以下の{ljlJ以内にて， ド古1I チャ

ックの下降辿j立 70mm/min によりか1絡のチャックをJiJ いて ìW];むした。

刊合板製作条件

所定のt~清南j を i史川して製作せられた介板の接請力は，その製作過程 rllに包合される弁問要

素のi'l閥辿した複雑な綜合的条111'によって k;(î されるものと推測される。

しかして，介板製イアド条件の検討に際して考慮すべきとれら要素の1[ 1で p 接着剤!jの会付量，単

板合ノk率，圧制「圧力，硬化温度p 硬化時!日L 硬化言明lの粗削等は ， q抑亡主要な項目と J手えられF

とれらはいやれも p その 1 つに脱税iな条件を!拭与すると，それだけでp その接7\"1'力 i乙支配的な

影響が炎われるべき性伐のものである。したがって，以下とれらの明日のそれぞれについてお

のおの幾つかの条1'1'を選定賦与しとれがその;j:Î!!ポブJ に及ぼ、すi;r;押を試験して p 各lfZiIi!i条件の

検討にまで研究を発展せしめたので、あるが，ととに i1:立すべきは， 1 妥主iさの検討に際しては，

その他のすべての要素を lií]一条件ICm整しなければならぬ点である。 したがってととでは内外

交献の指示12)1:J)1りと予備的試験の結果ーに)，1;いて，み要素，各条件の暫定的t!~iflg を冴Ç4去のよう

にとり， 1 j民主おの検討に際しては， r Jlj~素1[ 1の条件だけを変化せしめてタその他の妥索につい

ての条↑斗はすべて川去に示す一定条件掠川のもとに試験合板の調製を行ったのである。

なおp ととに使川せる t12清剤は，前記 14 店主Jiのうち， M ;j~若剤である。

( 1 ) 治イナー量と接'f{f)J

接指科lの ~hイ・J量を 20~55g/ N..'J I乙変化せしめ p 単板組問のブナ，ラワンについてそれぞれか

圧および熱圧にて合板を試作し，合板輸II'， J~絡 TypeH 合板の試験?去を布川してそれぞれ接}行

)J を:測定し p 金付量と接着ブjの関係を検討した。合械製ili条件はd'H去によった。

塗1.j量別各試作合板ごとに試験Jj- 10 コの平均fu'I_を算出してその結果を第 2 図，第 3 図に示

した。 同図によるとプナでは 30~45 gjJミペラワンでは 25~50 g/Jミヨにおいて高度の接着力

第 4 表

開12d| 問問司?ti亙子主咋!望h二 硬化剤 竺塑
g附l%| プナ|ラワン|熱圧|冷圧 Il~乱期 Il唱|開種類|添加量品!?J4

1 ,>>..w.<-" 1 塩化ア 1 樹脂液1- 塗付後 I ~~ï~:/ I 自ー40 1山41 15 1 8 1 直ちに 1 20分 1 80 1 5 1 30|lM41AZ品 iRh| 1.5i l.25 
|圧締 液 |重量
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主付署 ~J;づ~?

ぬた ot 5pIiJιd 

第 3 図 塗付量と後;昔力との関係

を示したが， .1:記は実験室的デ{ターであるので工場の現場操作においては p プナ 30 gj尺人

ラワン 25 g/)~2 は注小J'量僅少にすぎて接着不良を生歩る危険性がある。

( 2) 単1女合水率と接若力

接着時の単板合水率は合板の接清力を左右する主要要素と

考えられるので，故辿合水率を検討するために， ;;r� 4 去の介

板製作条約三および v .の試験方法を探JJJ し，単板合;Jç率を O~

27;}6 の組問に変化せしめて単板合JJ\率)JIj各試作合椛ごとに

試験Jí' 10 コの.i1-'--HJf!llーを算I叫してその紡.~~を第 4 図に示し

た。

すなわち p ブナで、は単板含水率 10% において故高接着

力， ["j 4~15% の純凶において高度の接治力を示しp ラワ

;♂l /\、
叩lj//

14一一二JO I~ 10 ノ5 初iI
F 組合1K. -f ~. 日 η 

刷)/lJ. tt 叫刷 '1 "酌

第 4 図
単板合水率と後着力との~係

ンで 10，%において故高接着力， [1iJ 5~20% の純闘において高度の抜清力を示した。

( 3 ) 圧締圧力と 412岩力

接着1皆を介してふn接する単板[可を相互に官着せしめ，しかも部分州欠l践を生ぜしめ十に高度

の持前ヴJ を発揮せしめるためには圧締圧力を規整する必要がある。 したがって，以下合板製匙

H与の圧締圧力を 5<:;Okg/cmコの純同で変化せしめ，第 4去の合板製25条件および v .の試験法

を保川して圧締圧力別件条件ごとにl試験片 10 コの平均fi!'C を算11'，し試験結果を図示すると第 5

閣の iill りである。

すなわち，ブナにおいては 16 kg/::m勺ラワンにおいては 8 kg!cm~ で，それぞれ段高接ftf­

jJ を示した。

( 4) 熱圧時の温度ー 時nfJと J妻子77力
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寸投にJ主治:剤をその1íJ1I化温度ーによって分類すると

以下の 4積書Jiとなる。

分:J!fi

高田硬化

最;町民化温度

1000 C P}，_f二

中 1m iJ:� fiJ1I 化室温 (20~250C) ~lOooC 

室温[ (~~;~~i阻) (iJ1I化 室温 (20~250C)

'0 τ 

冷 地 似j 化坐温以下にて OOC 以下の場合

も合まれる。

もち論-'-.;1己は単に強着剤の硬化性を治安るための

便宜的分知であって p あるクラスに属する接若剤が

例外なく jliJ クラスに規定する温度の範1mで硬化する

という)11沫ではなく， 1 つの接着剤で 2 つ以..1.の

range を殺ねたものもあり P また 1 つの range 内

の狭い犯凶にしかirtff介しない接清剤もある。

尿素粒JJJ i1i主荊剤についてとの分類を泊)IJ すると，

同接着剤lは Jl;~{~' /(ìU民化および、中IlHI附附J旺硯硬-化の;純ド山r~~防閉干司i に i故l此止坦泊i 

使化i温毘釦j皮克が zあうり札P 工J場必おお「よび、実験室の 1以ぷ話ぷ毛t位樹i刻jJi脂j白旨J接主it品活f己苛f 
. 

J掠呆作tに乙おおrいて;油l迫11'，:常j

Jは主 k記分主Hの~，;;~i悦l品目i司u使児化に相当し， r熱圧」は ![111 \1m

硬化に相当する。

したがって，以下熱圧という HJ語を q iJ:U温便化の

意味に併釈して熱圧H年の温度一ー時11\1と接活力との
第 6 図

加熱混度，庄締時!日!と力との関係

関係を求めた。

すなわち，熱盤温度として COOC ， 80 0C , l000C , 1l0oC の 4 田知をとり y 各n~[I芝ごとに加l

熱時1i\Jを変化せしめ，抗 4去の合板製作条件および v .の1決験法を採用して試験した品目Lを第 6

図に示した。

(5) ì合圧H寺:IU と接着力

合板製法の場合p 一定時I1U冷圧(宝仙[)し， 除圧後そのまま1次世しておくと接着)J は変化す

る。

冷圧H寺Il U を 2U寺11司 ~24 時r:1Jの範囲で変化せしめ， f\余圧後， 0 , 24 , 48 JI きllU後に接着力を;l!IJ

定した。試験された合板は第 4去の製迂i条件により作成し， V. の ii.相会法により接若力を1m定さ

れ主主出 25'C における京ι果を第 7 ， 8 図に示す。

合板製也ーにおいては使用する接着剤および室Ei院により異なるがp 一定時IIU ì合圧すれば良く，
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ある時lilJ以上長くする必要がないととがわかる。作業能率より考え，

冷圧{炎熱圧一一時!m と接指力(6 ) 

しかる後熱圧を行うと合板製起において作業J操作の都合により冷圧(出仰を数時lilJ行い，

とのような場合の冷圧時/iIJおよび熱圧時IlIJ と接治力との関係を求めた。合絞製品目争
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の冷圧時川を 2n;YI I\J ~24 n寺I I\Jの純1m守変化せしめ p 熱圧 (80 0 C) 11寺 I 1\ J を 2 分~5 分の範IfHで

変化せしめた。第4去の合板製造条nにて;拠出し， v の試験法にて接清}J を:iJ!リ定した。その枯

~~は第 9 図 p t作 10 図の泊りである。 )j~則的な関係はないが，作32tE率より考え，ホットプレ

スの時1i'rJを冷圧時川との関主liにおいて、決定する必要があり， 45に哨量して[夏川する場合は冷圧

後熱圧するのが作業上やりやすいので良〈行われるが，刊に注意する必要がある。

(7) 艇イじ剤jの和ífI1!'J'iと 1121汗)J

第 4表に示す処法の使化剤をそれぞれ調製 L，樹J1日夜に対して各 5% 重量添加1 し，消 41夫毛

の熱圧条{1件4午ドを剖J咋1束:川してプナ単板にて介板を試刊作f し使化剤のHi主E矧f月il別j打川lリj 各;式:武式行作fイ介ヤ;板阪ごと lに亡口:試式験!月í- 10 O 

コの司平iよ均句U航f良l を 1算:草別，[/山f\ してその幸私li叫I

ただし，とれらの試験結県は p 特定の条件下において行わ

れた実験宗I'I'~デ{ターであって，特に Bおよび℃便化剤を使

川ずる場合!'H史時l ifJ， JfHii"fI一年 II\Jが詳しく府[*1i，され，工場での

披作はとても不可能で、ある。また，とれら接請力I式験も，今

械製作後 1 ~2 r，l のIi \Hc.行われたものであるから p 長期経過

後の接着力弱化現集i乙関しては不明で、， B , Cのような比校

第 5jl時硬化剤と接着力

!被lbs静/inカ~I 木部附1 率
A 345 86 

B 340 79 

C 368 94 

D 374 64 

I NHtCl 9 
A: ¥ Äî2~' ;; B : 3N-HCl (1".)強酸性のものを使川した場合には，版業樹JJ行の亀裂仕本部

IHηo 85 
“ の般による弱化が進行して接着力 l乙対し好ましからざる影響

rNH(C120 (NH,Cl 20 c : (HCl 2 D ・ ι.~-，，:'"ー
iH20 78 ・ l H20 80 かJ'恕されるがp 今rmの試験の範同ではとれらの点を究明す

るまでに王らなかった。

m 各種尿素樹脂接着剤の接着力

1. 国内主要メ{カ{の以素樹IJ行接7tt剤

2rD 去に示す 14 ;f:'T[ti'fの接着剤を;託料とし，単椛樹脂としてブナ，ラワン，シナを IIJ い ， U~ 

第 6 表各極尿素樹脂接静剤のi走背力(然圧)
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第 7表各閣尿素樹脂接着剤のJ愛着力(冷圧)

|プナ!ラワン|シ 十

|院ヴ恥可制民主オ!疎
lbs in2 I率 ?:i! 1凶/in~ 率% lbs/iロ2 率%

A 275 8 155 0 179 6 
B 274 15 252 7 1 己4 1 
C 295 4 243 5 215 35 
D 263 6 152 0 169 4 
E 25 1 4 150 1 19 1 2 
F 231 10 12ヲ 16 155 1 
G 218 7 121 13 1 心9 17 
H 343 61 241 51 21己 69
1 196 17 191 12 130 0 
J 228 10 171 22 12~ C 
K 307 93 250 100 
L 254 53 256 94 
恥[ 395 81 221 96 
N 367 27 269 38 
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4去の条件にて合J況を n~j\作し v .の試験法を採川して接着力をiI!似てし，控訴剤川各北作合ほごと

に試験片 10 コの -'F-均自立を算11\してその結果をUS6 表および第 7表に示した。

2. カウリツトライム (Kaurit-leim W) 

カウリツトライム W は独乙製の粉末状水i存位以素系樹脂接着剤で使川時l亡カウリツトライ

ム 2 部(主量)， 7JO 部(重量)の訓合で溶液を作る。 溶解した限溶液!幻合同í'にて約 2 カ月は

安全に貯械できるが，それ以上経過すると漸尖漉澗となり使い難くなる。

，;J(f乙カウリ、Y トライムの4げ投を列記する。 すなわち， 木材に合有せられたる湿気について

は，特に制IU-i:を受けや，たとえば木村の合水率 8~12% では同様に接治するととができる。極

めて部く i作液を金らなくては良いあけ切:IHサヘしたがって貴重材の接滑に合械の夫Ir可に法みm

る憂いがない。

1貯水性および防御性が大で‘あるから湿気を合んだ:1 f，t等に利川しでも l耐久力は 11t:: されるととは

ない。

!J琴l院はいつまでも顕微鏡的多孔性であり，安気および湿気を通過せしめる性伐を欠わない。

加工する1Irl ;，刃物の :JH傷が他の接荒剤の場合より JI-; 'i;~に砂ない。

以上のごとき利点を有している。

J〈にカウリツトライムの諸性質を第 8 友およびtjB 去に示す。

カウリツトライム(粉末)の合水率は 7.63% である。

第 8 表
カウリヅトライム水府液の性質

粘 度ポイズ 16 1. 86 180C 

比重 i 1. 226 11 

表面張力 dyneicm: 118.12 か

穆潤能率 0.89 か

( 1 ) 生イナ量と J主計力

第 9 表凝固時間

カウリヅト|
100 100 100 ，ライム溶液，vv

自己合( . ..-'.-I 

、使化剤|官接話rlo幡製設仲間関閣A10
凝固時間 300C' 21 分 55 分 58 分

カウリツトライム 2部と 7J'( 1 部のi私夜の塗1;J量を 15~40 g/尺2 に変化せしめ j刷版樹極カ

パについて熱圧にて介板を試作し， 合板il倫/1\規格 Type][ の試験法制末川してそれぞれ接着

力を測定し，塗付量と接着力の関係を検社した。合板製造条1'1=の摘要を.;](1亡示した。

接着剤:カウリツトライム 2~午1\ 重量

水 n羽田;量

i国化剤:高温硬化剤IjA (粉末)を樹脂i各液に対し 20% JT{量添加l

単被厚:ヵパ 1.5mm 

単仮合水率: 13~14% 

熱圧条件: ì~fut度目。C，圧柿 fJ 15 kg/cm2 にて 12 分r: u圧紛

金小j量別各試作合;佼ごとにJえ験J 1- 10 コの平均値を1;UI\ してその結果を第 10 表に示した。

第 10 表によると塗付量 30~40 g/尺2 において高度の接777力を示している。
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第 10 表塗Hj散Jjlj援着力

?首態試験 | 温冷水試験塗付;匠 m l(!;-, r'-< iV'¥. 

l 挨着プJ 1.木部1政[祈率|接着力|木部破断半
g/尺2 lbs/ﾍn" % lbs!in" % 

15 297 1. 4 0 0 

20 376 38 0 0 

25 352 5 218 0 

~ ~O 56 斗44 5 

35 444 8 240 1 1.2 

40 451 85 299 14 

第 11 表

| 常態試験
温度および 1

温冷水試験

( 2 ) 熱圧時のiffi1. J度←一時

|ii! と接着力

熱械もは度-Ì'o"よびj王締時nu を

それぞれ 95 0C にて 12 分 P

120 0 C にて 4 分， 140 0C に

て 2 分， 160 0 C にて 1 分の 4

種類をとり，各試作合板ごと

に試験JJ- 10 コの千均f!立を算

出してその結果を:tf~ 11 表に

時 間|接着プJ 1 木;'\i\]波断率
lbsiin2 % 

按着力 1 ;木部破断本
îb~7in3.J /1'1 !l J% 一 示した。 ただし p 金付量 30

げC 12 分! 392 40 387 27 

1200C 4 分 180 85 372 15 

1400C 2 分 460 94 140 51 

1600C 1 5士 471 75 155 

第 12 表

カウリツトライ
100 

配ム溶液
100 100 

小麦粉 30 I 50 100 

，水 30 50 100 

合|高温ßl • "'=~， 20 20 20 l 硬化剤A(粉末) :';u I 

|時力 !2dl 一時力 124J崎力 lzd
lbs/in2 iW~'9:{'Tlbs/in" :"~%-11bs!in2 I,w?i 

常態試験 312 I 6 I 256 2.5引|ω392 Iω 
混冷水試験 I 1の3l! O1 liωO!O | l 白 o

示した。

g!尺2 である。

なおp 接着条1'1'は(1)の

場合と IIíJ様である。

第 11 表の結;t~より 95 0 C

~leooc の範囲においてはf阻

度は接7fT力に大なる影響を与

えるとは思わ*-l_，ない。

( 3 ) ノj、麦粉による増量

カウリツトライムi容i夜を小

麦粉lこで晴量して接着力をi!llJ

定し，その結果を弟 12 表に

塗什量は 30g/)でにて他のJ主治条件および試験法は( 1 )の場合と 1 ，，1様である。

3. プライアミン (Plyamine)

プライアミン P-631 は液状以素樹脂接清剤にして，米国において iflH 水性の点を家具や合板

業界で高〈評価されてお， b ， ベニヤのエッジグル{イングp ぺユヤ表町のボ{ド‘パッチp 扉の

チヅルパッチp ペニヤ表面のスリヴアパッチタ 芯叔のプラ
第 13 表 Plyamin P-631 の性質

色(ガF ドナー法)

不揮発分%

揮ラ内七JヘJ 

粘度(ポイズ)

比重

pH 

硬化時間

3 

62.59る

7.K 
9.2181 

1.26 

I 7.4 

250C 50 分

グパッチ等に使用され，高官Lの場所で、貯賊しでも安定性があ

る。:Ì11i当 l乙硬化剤を使川すれば，熱処理すればもち論常温で

も短時間で使化する。また安定ttが大きいので合板作業中の

士ftfJ切寺1mの純闘を広くするととができる。

第 13 去にプライアミーン P-631 の性立をと示す。

1以素樹脂接fff剤プライアミン P-631 を試料とし単板樹種
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圧ー獄第 14 表
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と'してカパを TIJ~ 、.， ~~~.圧 .=:o~ よ

100 

100 

100 

10 

100 

n
u
n
u
n
U
 

7
・

n
o
-
-

100 

ハ
u
n
u

円
U

に
J
R
υ
1
1

100 

R
U

円
u
n
U

2

ハ
ノ
ム
l

四d

弘、冷圧にて介佼を試作し，輸

fi'r介板規格 Type II の試験法

を探)Ij して接着力を測定し，
A 
口

各試作合板ざとに試験);. 10 

コの平均値を算IP， してその結

~ーを第 14 表および第 15 表 。
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第 15 表冷圧

1001 100 ' 

。 10

o 15 i 

5 8 
TB6-9i TB6-9 

361 
49 

プライアミン

P-631 
小麦粉、

水

硬化剤
(各々25%ì特駒)

回目

A 
cl 

単板l字:カパ1.2mm

熱圧の場合 35 g/g2 

冷圧の場合 40g/ }(2 

段付量:

単板合水率: 13~14% 

260 372 
66 

十安(戸♂「接着力 lbsiin2
着!吊 J出 i 木部破断率%
力 J
試 1t国冷「接誇力 lbsiin2

1決|水 i 木部破断率%

圧帝'i[i圧力: 15 kg/cm" 

熱圧条1fI::上tI治I{U 年lili なし， 15る
。

100 100 

100 150 

120 150 

11 1 15 

TB6-11 ' TB6-11 

J:A 
0 

100 

70 

80 

8 
TB6-11 

249' 
1.4 

100 

50 , 

60 

4 
TB6-11 

プライアミン

P-631 

小麦粉

7k 
硬化剤j

(各々 25%溶液)

f記

120 0 C , 3.5 +示

J令圧条件:土HJjfU!子11\110 分，

に庄和百し， 27 0C にて 30

クランプにて町定の圧力

メL
n 

H割 ii!欣位
231 
1.6 

218 
3 

275 
1.6 

295 
5 

接(戸2・f予匂( 1;兵着力 lbsiin口
7奇|伯J品 l 木 ;~{I(il!:IJ\J i率%
力
試温冷「接着力 lbsiin2
験 l7k l 木ir，ilj政矧卒%

l、1，_I二の私'i:!-l~よりプライアミ

0 
0 

。

。

o 
0 , 

112 
0 

ン P-631 は輸/1 1 合板規格

としては国内製品にType H 

は米国広葉樹'，ìí~ぴに米松介板|荷主jJ~プライアミン P-631比してやや劣るように，U、われる。

わが国においては '1刷 11介板別格に趨介するようにf山主された以栄樹脂接着剤で p十各 Type n 

i亡泊するものと店、わl�t JJ, '1-.'):等充分 Type m に相当する。小麦粉で噌量を行つでも，TypelU 

れる。

合板作業rl' の土佐ま 7ニ 3プライアミン P-631 は貯蔵時において非常に安定で、あり，なお，

積時間の範囲が広い等の411マ設を有している。

樹種別合板の接着力VlII 

、

:/ 

D接荒剤を用い第 4去に準やる合板試作方法および V

カツラ，セン，タモ Pナラ，ブナ，単板樹種と接着力との関係を検討するためにカパp

マツの各単1疫を試料とし，ラワン，ナ，
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i 154| 。

6
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9
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C 

J安着力|木部
! 日皮I'Yi率

lbs/in2 I % 

463 94 

317 I 38 

362 64 

265 65 

334: 75 

310 I 81 

233 25 

29 ヲ

239 

備考 A 牛ヂタライム 102 擦着剤使用冷圧(室市) 22 時間
B ヰゲタライム 102 接着剤使用熱庄 80 0C ， 5 分
C ヰゲタライム 104 接着剤使用冷圧 (30 0C) , 20 時 1 1ll
硬化剤はすべて塩化アジモン 20% 溶液 5% 添加

の試験法を将!日して接着力を

'ÌW]ji! しp 単1茂樹種別各試作合

板ごとに『試験lì- 10、コの平均

他を算出して，その品川ミを第

16 去に示した。

lX 小麦粉および大豆粉

による増量試験

守J
4

戸h
d

q
J
F
D
 

木材工業!f'Sに合板，ランベ

コアー合板， 11甘 iHj介被その他

に .h.iZ素フオ JL ムアルデヒ F樹

/j行を大量に使IH されるように

なったがp 最近!ノえ素樹脂の増量が不易で、あるためいたゃらに極度のi??量を行って，しかも以素

樹脂合板と，弥し，いかにも uliÞk:["f:があるかのごとく需要オ?に印象を与え，実坑は百知または HJ!

に相当する場介が多い。とのままで、は合板の 1IIIfTの表示に混乱をきた L，将来に耐根をもたら

すため精量に限界を設けるべきだとの提案がされているほどである。しかし'1年者は!ぷ素樹脂合

板と称するのは E類および m類合板にJI二め， lV者nおよび v類合板にはかかる H乎祢を行わないよ

うにすべきであれ増量に限界を設けるべきではなく，また，できるものとはJ品われない。

以来樹JIl'iに榊量した場合の合板接tii')J は榊量剤の位五Jì，樹fÆ:，製作条件ヰ!l' l乙圧締条1'1ーにより

著しく異)'J.り，今までに終多の研究がなされており山町ML 筆者も研究を行ってきた町。

合板製世条f'lがi呈雑なため，土庁量率をー率によ比定するととは区19m~であるが，主として小麦粉

および大豆粉による増量について述べる。

使11)した尿主主勺樹脂はヰヂタライム 104接ffl-剤で，接指条イLI;はモヂくの iill りである。

単板)享:カパ，ラワンともに1.4mm

単板合水率:カパ 11.236'，ラソン 11.0%

会付量: 45 g/ J~~] 

圧梢:熱圧 90 0C にて 5 分

J令圧 28~300C にて 24 n寺IHJ

圧締力 カパ 15 kg/cm~，ラワン 10kg/cm']

試験時の合板合成率: 10~12% 

試験却去は第 I 去J!イヤ板規格1~;;;ll長およびjKil{~';削岩漬試験で、ある。 その結果を第 17 表，第 18

友に示した。
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第 17 表 小麦粉により増量した合板の段着力および木部破断率
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iS;l(尿素樹脂 100 100 100 
はい J硬化剤J 51 6 7 
ム 1 小麦粉-' t 17.5 
ロ \ 7k 11: 26 
/乾燥j姿清屑中の

望 J 省主将校 L
塁 1 尿素樹脂に対す ー 18 435 8ミ 175 325 650 10∞ 1325 1610 2000 24∞ 
|る比率
¥ ff:j: 卒1. 0υ 1. 24 1.50 1.971 2.89 4.46 7.86 11. 50, 14.75 17.60 21.50 25.50 

( 手責 n怒ρ ノ 508-85475-76450-60430-38424-30393-24346-16 294-6 280-5 271 6 264-4 253-4 
) Ibsiin"-% 

熱|バ 1 耐水vω-刷
llbsゲ凶/ぺinが1がよ /ふ4 - 一 } 一
『 時苦・ H!;-

ラ I m j ，出/. 330-98316-95292-87286-63273-46 フ60-3825フ 28 つ36 フ0195-12 175-8 146-8 135-6 圧~， ) 1 bs/in~~9i， vvV  -70  \,) 1 U-7J  ~ 7~-Ot LOU-U0 ,Lf V -'tU LUV-00  LJL...::.O L<JU -L.V1 

ふ Lb;低水ノ 306-92295-74246-49 192-35 141-26 94 -18 60-5 払O ふo 0-0 ふ0' 0-0 
Ibsiin2- %  

i""叫 11怪
1" "'. 0'出 390-62358-43325-32306-24288.10264-02280210-0， 202-0 144-0 118-0 110-0 
) Ibs'ﾏn2-%  

;令 i バ i 耐水 385-36308-28237-15 187-6 110-4 40-0 0-0 0-0 0-0 0-0 0-0 0-0 
Ilbs iin2-% ー}

ラ flJij 態ノ 280-94'262-84258-60250-36236-42224- 15 1九日!呼6 Iι6 78 0 件。 55-0圧 l 二) lbsi�n3':"='_9i L.OV-74t LU..c...-O"t .f:.JO-UVL.JU-<.)O L�-' J:L LL't-

ふ!耐水 26村
l防bsl凶linポ2一%

100 100 
9 , 14 

351 70 
53: 105 

。 IOi 25 50 100 171 371 521. 757: 943 1143 1439 

第 18 表大豆粉により増量した合板の接着力および木部破断卒

S1 ! S2 S3 I SI S., S� S7 S8' So , S[il S11 

同日 I 硬尿化素H剤CNEI樹4C1 20脂% 
100i IC コ| 100 lod 1001 100: 100 100; 10 コ 100 
5: 7 9 12, 

110% ? 4 18 25 50, 50, 50 50 50 
合 l 大 占吉 務) 10 20 35: 70 100 2∞i 

水 30 60' 105 192 275 5己O 850' 1150 1450 174つ

|乾慢筆者府中の大豆粉 o 14.3 江 6 50 I ∞ 140 286 ω 571 714 85; 
増 I O)Jt~jド

泣 l 増Ti-t十るもの L 尿素樹 1 40 80 140 262 375 750 1 1501 1550 1950 2340 
5事!脂に刈~する比率 一

ff，'ヰ~ 1.05; 1.47 1.89 2.52 3.80 5.00 9.0')1 13.00' 17.00 21.00 25.40 

_,_ . (常i}\'{ lbs,ïn"-% 503-85463-62'433-58406-52365-40334-44316-211242 15' 187-7 150-6 110-4 
熱 JJ 7'- l 附示 lbs'in3-% 445-69301-38251 ・ 28230.17202-14173-10. 154-5: 82-01 77-0 62-0 49-0 
庄 i ラワ「骨:態 lbs.iτ13-% 330-98280-90256-68250-4024フー 16249-18218-10~ 171-41143-0 123-0 121-0 

l ン\ ìnfJ水 lbs.inL% 305-92:268-65235-36'180-25 176.0 168-1) 132-0' 57-0' 33-0 20-0 20-0 

1 _,_ . (為市)!; lbsiinL % 390-62365-46340-40318-20306-10 279-5 240 51 162-0 168-0 126.0 119-0 
冷 J 刀ハ\ ifJ:r水 lbs iロ"-% 385-362+0 ー 12 184 ・ o 172-0 155-0 132-0 103-0 79-0 70-0 0-0 0 0 
庄|ラワ「常態 lbヨI;n"-% 280-9424"-82238-62230-36224-10 133-5 136-0 1100 92-0 79一 o 72-0 

ン ¥ i耐水 !bs/irr'、% 264-弓.2 23 0,-56 200-:�3 I 明 30 124 己 78-0 0-0 0 0 0-0 0-0 0-0 

以 kの結果により flfj らかなごとく大豆粉による増量結果は，小麦粉トによるま曾量結果より温冷

水試験による耐水位はやや大であり，また，小麦粉の水平日度が 1~1. 5 であるのに対し大豆

粉は 2~3 なる特長をもっているため p 直ち iこいす=れを推奨すべきかは断定しがたい。

年涯の限界を求める方法として E類については勿論温冷水試験，置類については水浸4時間

後関係湿度 57/% (28~300C) において硫酸 40% 溶液のデシケーター内の湿度に 20 時間の

繰り返しを 4 回行った後の接着力試験結果むよび剥離の有無， J11類については関係湿度 100%

のデシケーター中に 24 時tm於泣しp ーたいで関係湿度 0% (同湿度にたいて硫酸 80.% 溶液の
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デシケータ{内の湿度)に 2411寺Ii Uの繰り返
第 19 表

一一寸~，- -~-'I ーァ一一一 しを 4 同行って接指力の低下率が 20% 以内
I J[ 鍮WJ I JIT 剣 I lV類句

一一一十一 寸 l 一一←ーー として判定する時に，第四去に示した増量

小麦粉増ぽ(雪ElkZ;
「熱圧 I S3~S，! 

大豆粉噌Hl:l ;令圧| S3~S4 
S6~S.{ I S8~S'9 
S5~S'tl I S(j~S'7 

の IUU\Lが得られた。

X 尿素樹脂接着剤の耐水性向上法

( 1υ) .rI血l比Lじ7掛扮との 1混よ品古胡平泊和11肌に よ る l耐雨低耐tヌ水'J'(ぐ寸寸叩a↑十刊'1'ド門"J叩"J

L以見主采索色長二子潜澗f佐樹占却l脂を血粉lに乙て士榊?伶?量した場介F その|耐水'I~I:は向上せられ煮沸試験にも l耐え得るようにな

る。単奴樹種としてカペシナを川い，尿素樹脂にlÚl粉を増量した接着剤と血粉と J5jÇ宗主子よび、

フォルマリンとの混合長清剤を試料とし，各試験介板ごとに試験Jj' 10 コの平均値を算出して

第 20 去3E よび、第 21 去に示した。

単板!手:ヵパ，シナともに1.2mm

単奴合水率カパ1O~13%，シナ 8~10%

塗付量: 45 g!J¥_2 

圧制圧力:カパ 15 kg/cm~，シナ 10 kg/cm2 

;令圧条件:クランプにて所定圧力に圧締し 30 0C にて 24 時1i\J放白

熱圧条件: 90 o C, 3 分

たた， i試験方法はイ判長輸出規路 Type II の常態ゐよび温冷水試験と Type 1 の究所1試験で

ある。

(2) メラミンとの混手11による InH ノ'j'('I"Ui'，jJ二法

以ーぷ必J脂接デff剤にメラミンを混手11 して InîJノ1，'1'生を向上さすととは今までにも行われてきた問。

また p メラミン樹!I別主治剤を混合するととも研究されている町。

以索樹脂としてヰヂタライムにメラミンを添加l し，とれを接荒剤として合板を試作し各試作
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表

l∞ l∞1 100 1∞]∞ 
Oi 5: 10: 15 20 

5; 5, 5 5 5 

473: 4471 477 , 381~ 385 
32 , 85' 62 35 59 

2771 488 , 184, 480 , .114 
01 621 55' 72' 90 

20: 352 361 431 418 
d 23:.. 12 18 95 

(堀岡・菅野・ 1店池)尿素樹脂による耐水性会板について

介彼ごとに 10 コの試験ji-の接着ゴj を測定し，
第 22 

その千lfjí!1'[を );T Il I してその結果をみr~ 22 去に

尿素樹脂
^メラミン
口、硬化剤IJ 20% 塩化

アンモン j容液

I¥� 
;示した。

単板)手:1.5mm単仮位t10i: :カパ

接着力 Ibs/in2

木古~\破断率 r;6
J者:fiff jJ Ibs/in2 

木部破断率 %
接着力 lbs/in~
木市破防率%

圧耐圧力: 15kg/cm;.' 常態
式!倹
yUr冷*
試験
攻 ì~g
試験

~'tI小「量: 40 g/)ミ2

熱圧条1'1τ: クランプにて所定圧力 i乙圧制

し， Gト1i f，iH乙て 2411寺山放世後 80 0 C に

て 5 分川加熱

試験法:合板輸出規俗 Type II の常態ゐよび出[J合氷1試験と Type l の五~i1il試験を行った 3

その防{凶はメラミンと以来初!J行 rl lのフオルムアルデヒド7京ーがI~fi式験の J&:続極めて良好ーにして，

5% 添}JII すると i晶司令メラミンをとの結合むよび、メラミンと以京樹Jlii との結合が)5:えられる。

水;試験の成和が:~I乙 fi'，Lf--ずる点より Type n 合版製法の|祭にも応!IJできるものと，目、われる。

要J南

以来 fJHJJ日を接着剤とする IniÞkt色合板の生産がp イヰヂ111乙沿いてもようやく本俗的'1山道にのって

その工業主E産に必要とされる製:i1tH:fI1上の桁棋を件るために，合板川接ì'G'"剤として

の以来二樹!J行の特性を究明するととを日的として 2 ，

きたので P

その間裂を列記すると3 の研究をけった。

欠の泊りである。

1.以来二樹脂生成の反応機わすと I ， ;J樹!m接治剤の製i;!:法を， 内外各加えïì立によって調査しかっ

検討を加えた。

2. 介1淀川以索1M!J行接滑剤の J;tイザ1'，);;庁性

それぞれレジン率 p もlî!交. 1七主，夫nji~lâJ ，法if可能率， (疑問時illl~のI:il 15 l'丑1;'FJ を:11.え料とし，

秒11'111， 化学íl'~'I:'t'Hを式験した。

f宇接m斉IjのlI i Jlc大差はlr、められな_I-.，1己 ri'庁'l~r:，[lーのうちレジン率，上ヒ_'Jî:，夫 n'rî~lミ力については，

かったが，粘JEと凝r，1机

とれらの性質が合板製治時の作業性とその接骨1'1:1こ及 l室、すjβ響を検討した。

3. 合板川以素樹脂接着剤の使川上の諸性買を検討するために塗付量p 単挺含水率，圧締圧

それぞれ合板製ブJ ，便化温度，硬化時nu.佐び、に硬化斉uの種類と合板接着力との関係を究明し，

作 l二の最適条1tJ二を決定した。

4. 本邦にゐける同系接着剤市販品の接着性能を検討するために p 上記接着剤i亡カウリツト

それぞれ各接tt'f力を試験した。ライムとプライアミンを迫力11 L., 

ブ

シナ，ラワン，マツを使Jij してそれぞれ各接着力を試験した。

5. 合板を構成する単板樹極と接着力との関係を検討するために p 単板樹種としてカパ，

カツラ，セン Pタモ Pナ，ナラ，
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上ri己;f]J極のうちカパF プナ p ナラは高度の接着ゴJ を不f しタモ，セン，カツラがとれにつぎ p

ラワン p シナ p マツの接ff力はf，t.í;いととが認められた。

G. };}Ç索樹JJ削五五tf~Jの榊量性能を検討するために， J哨?怜I量剤として/づ小jト、麦1粉院除示主沿旨よびび、大豆粉を使}川i日j 

して P それぞtれLの利哨?量法を試験し，制併:せて輸川合i板反1規J見1付絡千 c-t弘;主L林千行r . j迫呂R陪商=弱j産業竺省f 告

2お6.8.2却0) Iに亡 3ネ必己守旨いて}脱必定する I 去芳類fL 目数1， 目玉手L IV類にそれぞれ合栴し得る増量の限界を検討

した。

7. 且L粉本、よびメラミンを出和するととによる I~H水位の ["J上の度合を測定した。
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Kunisuke HÜlnOlC\ , Minosaku Sl ・GAKO and Kiyoshi HυlnI KE: 

Studies on plywood Pep. No. 3. 

On the water-proof plywood glued with urea-formaldehyde-resin. 

R駸um� 

High water resistant plywood has been recently under active production in 

our country and this c1al':s of plywood is now chiefly glued with urea resin 

adhes咩es. Accord匤g to this s咜uation. we stud冾d on ævε1'al properties of this 

adhesive from the experimental point of view , in order to offer necessary 

information and make the technical basis firm fo1' plywood manufacturing 

industry. Summary of this study is as follows: 

1. Reεction mechanism and preparing method of urea resin adhesive were 

investigated and discussed , consulting home ar_c1_ foreign reference books. 

2. ln order to investigate fundamental propE:rties of urea resin adhesive;;, 

fifteen kinc1_s of adhesives manufactured and marketed in our country were picked 

up and physical or chemical properties i. e. resin content, viscosity, specific 

gravity, pE:_rmeability and pot life were tested. 

ln the cests of resin content , specific gravity and surface tension, little 

differ百1t properties we1'e found among theこe samples, but viιcoιity and pot life 

conιiderabJy varie�. Consequently, effects of these properties upon the plywood 

preparing 'Cechnique and its gluing strength had to be investigated in the folJowing 

c:xpen町lE:nts.

3. 1n or�.er toιtudy the use-character;stics of this adhesive , the glu匤g 

strengih affected by each of teclmical factεrs for plywood preparation was tested. 

As these factors , rate of spread, mo﨎ture content of veneεr8， gluing pre:~cure ， 

curing temperature, curing time and kind o:f hardner W E:re cons冝ered and each 

of thE:m was rested, while the optimum use-conditions were determined. 

4. ln orc_1_er to inveはígate gluing properties of the adhιives marketed in our 

country, Kaurit Leim and Plyam匤e were ac1_c1_ed to the adhesives ment卲ned above 

and each gluing strength was tested. 

5. In order to 匤vestigate the e:ffect of wood speciεs constructing plywood 

on the gIuing str印gth， Kaba, Buna, Narε， Tamo , Sen, Katsura, Shina, Lauan 

an(i_ Mat2U were plcked up as wood specieεo:f veneers, and the gluing strength 

of plywood bon鐇ed together of each species was t民ted. In the tests of Kaba, 

Buna and Nara, higher gluing strength was found; Tamo, Sen and Katsura 

intermed�te; Lauan, Matsu and Shina lower. 

6. In ordεr to investiga.te extending properties of this adhesive, wheat f10ur 

2.n(l_ soy "':Jean powder were chosen as the extenden: , c.、nd extending technique was 

studied, whlﾎ� E:xtE:nd匤g limitation to satisfy the requ;rements for Type 2, Type 3 
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and Typ巴4， c1a::s�ied by our plywood specif�ation was determined. 

7. 1n orc, er to investigate properties of high water resistant plywood panels 

w;th urea re:::in adhesives containing various proportions of melamillc and powと三;T

of blood, and was determined the joints stren:王ths of the boiled specimens by the 

stan(l,arc1, plywood she灑 tests. 

j -.:~i _-¥ ;~ 


